
　第３回教育研究評議会議事要録 

 

１ 日  時  令和２年６月１０日（水）１３時２９分～１４時１８分 

 

２ 場 所  Ｆ会議室（総合学生支援棟３階） 

 

３ 出 席 者  山下議長，大石評議員，佐古評議員，美馬評議員，尾前評議員， 

田中（弘）評議員，原評議員，秋田評議員，葛西評議員，梅津評議員， 

小坂評議員，武田評議員，胸組評議員，内藤評議員，大谷評議員 

  陪 席 者  近藤監事，井関監事，佐藤副学長，小澤副学長 

 

４ 議 題 

 

（１）中部大学との連携協定について 

山下議長から，資料１-１「連携協定締結候補大学調査票」及び資料１-２「国立大学法

人鳴門教育大学と学校法人中部大学との連携協力に関する協定書（案）」に基づき，中部

大学との連携協力に関する協定について説明があり，審議の結果，これを承認した。 

 

（２）教職大学院認証評価自己評価書について 

大石評議員から，教職大学院認証評価に係る概要説明があった後，秋田評議員から，資

料２「教職大学院認証評価自己評価書（案）」に基づき，（財）教員養成評価機構へ提出す

る自己評価書について説明があり，審議の結果，最終的な字句の修正等は学長に一任とし

た上で，これを承認した。 

  

（３）中期目標の達成状況報告書及び学部・研究科等の現況調査表について 

大石評議員から，中期目標の達成状況報告書及び学部・研究科等の現況調査表の作成に

係る概要説明があった後，秋田評議員から，資料３－１「中期目標の達成状況報告書（案）」，

資料３－２「学部・研究科等の現況調査表（教育）（案）」及び資料３－３「学部・研究科

等の現況調査表（研究）（案）」に基づき，（独）大学改革支援・学位授与機構へ提出する中

期目標の達成状況報告書及び学部・研究科等の現況調査表の内容について説明があり，審

議の結果，最終的な字句の修正等は学長に一任とした上で，これを承認した。 

 

（４）教員の選考開始について 

 山下学長から，特定年俸制適用教員・テニュアトラック制度を適用し，令和３年４月 

１日を採用予定日として，以下のとおり教員選考を開始する旨，説明があった。 

① 国際教育協力分野担当准教授又は講師の採用について 

山下学長から，資料４－１「教員選考申出書（国際教育協力分野）」に基づき，グロー

バル教育コース国際教育協力分野担当准教授又は講師の採用について説明があり，審議

の結果，原案どおり選考開始を承認した。 

  

② 日本語教育･日本文化分野担当准教授又は講師の採用について 

山下学長から，資料４－２「教員選考申出書（日本語教育･日本文化分野）」に基づき，

グローバル教育コース日本語教育･日本文化分野担当准教授又は講師の採用について説

明があり，審議の結果，原案どおり選考開始を承認した。 

 



 
 

 

③ 英語科教育学担当准教授又は講師の採用について 

山下学長から，資料４－３「教員選考申出書（英語科教育学）」に基づき，言語･社会

系教科実践高度化コース英語科教育実践分野英語科教育学担当准教授又は講師の採用

について説明があり，審議の結果，原案どおり選考開始を承認した。 

 

④ 社会学担当准教授又は講師の採用について 

山下学長から，資料４－４「教員選考申出書（社会学）」に基づき，言語･社会系教科

実践高度化コース社会科教育実践分野社会学担当准教授又は講師の採用について説明

があり，審議の結果，原案どおり選考開始を承認した。 

 

⑤ 解析学担当准教授又は講師の採用について 

山下学長から，資料４－５「教員選考申出書（解析学）」に基づき，自然･生活系教科

実践高度化コース数学科教育実践分野解析学担当准教授又は講師の採用について説明

があり，審議の結果，原案どおり選考開始を承認した。 

 

⑥ 地学担当准教授又は講師の採用について 

山下学長から，資料４－６「教員選考申出書（地学）」に基づき，自然･生活系教科実

践高度化コース理科教育実践分野地学担当准教授又は講師の採用について説明があり，

審議の結果，原案どおり選考開始を承認した。 

 

⑦ 情報教育担当准教授又は講師の採用について 

山下学長から，資料４－７「教員選考申出書（情報教育）」に基づき，自然･生活系教

科実践高度化コース技術･情報･工業教育実践分野情報教育担当准教授又は講師の採用

について説明があり，審議の結果，原案どおり選考開始を承認した。 

 

⑧ 特別支援教育実践学担当准教授又は講師の採用について 

山下学長から，資料４－８「教員選考申出書（特別支援教育実践学）」に基づき，子ど

も発達支援コース特別支援教育分野特別支援教育実践学担当准教授又は講師の採用に

ついて説明があり，審議の結果，原案どおり選考開始を承認した。 

 

（５）教育実践教員の選考について 

 大石評議員から，資料５－１「教員選考候補者決定報告書（下山敬子）」，資料５－２「鳴

門教育大学教員選考調書（下山敬子）」及び資料５－３「業績目録（下山敬子）」に基づき，

附属小学校下山敬子校長に対し，令和２年４月１日付けで教育実践教授の称号を付与する

旨説明があり，審議の結果，これを承認した。 

 

（６）客員教授の選考について 

大石評議員から，資料６－１「教員選考候補者決定報告書（戸田有一）」，資料６－２「鳴

門教育大学教員選考調書（戸田有一）」及び資料６－３「業績目録（戸田有一）」に基づき，

戸田有一大阪教育大学教育学部教授（本学客員研究員）に対し，令和２年４月１日付けで

客員教授の称号を付与する旨説明があり，審議の結果，これを承認した。 

 

（７）その他 

   特になし。 



 
 

 

 

５ 報告事項 

（１）令和３年度科学研究費助成事業－科研費－の申請依頼について 

山下学長及び大石評議員から，資料７－１「令和３年度科学研究費助成事業－科研費－

の申請について（依頼）」及び資料７－２「科学研究費助成事業（科学研究費補助金・学

術研究助成基金助成金）申請及び採択状況（令和２年４月１日現在)」に基づき，第３期

中期目標・中期計画で目標値として設定している科学研究費助成事業の新規応募率（新規

応募者数／新規応募可能な教員数）の達成に向けて，各教員には積極的に申請を願いたい

旨，依頼があった。 

 

（２）その他 

  特になし。 

 

 

次回教育研究評議会は，総務委員会との合同形式により，７月８日（水）１３時１０分

から開催予定 


